
神奈川特命子ども地域アクター養成アクション 

第４回かながわ子どもの地域参画推進会議事録 

 

日時：平成 24年 5月 13日 15時半〜17時半 

場所：県立青少年センター 

 

出席者 

NPO法人ミニシティ・プラス 理事長   三輪律江 

NPO法人ミニシティ・プラス 副理事長    岩室晶子 

NPO法人ミニシティ・プラス 理事   中聡美 

NPO法人ミニシティ・プラス 会員   杉山昇太 

神奈川県 県民局青少年部青少年課         中野篤子 

神奈川県 県民局青少年部青少年課   平野真理子 

神奈川県 県民局青少年部青少年課   鈴木かおり 

リスト株式会社 CS企画部 次長    松本紀明 

NPO法人 横浜プランナーズ・ネットワーク理事長  山路清貴 

特定非営利活動法人 シャーロックホームズ事務局長 東 恵子 

NPO法人 教育支援協会 事務運営部   池田正則 

NPO法人 教育支援協会 事務運営部   田中靖子 

 

（オブザーバー参加 横浜市立大学三輪ゼミ学生 渡辺 松田） 

 

＜報告・承認事項＞ 

1．アクター会合（４月・５月）の報告 

2．２３年度事業報告 資料２３年度報告資料一式 

  

 

<協議・承認事項> 

1. アクター追加者  資料特命子ども地域アクター応募者追加一覧 

岩室によって説明がなされた。 

→追加応募のあった 5名を承認 

当初の予定人数に満たないが（現在２５名）新たに追加募集をするかどうか 

・基準は、追加募集された子どもにとって不都合があるか否か 

・5月 27日の講座までに参加するならばフォローアップが可能 

→あと 5人ほど追加可。大々的に告知はせず、内々の締め切りを５月末とする。 

 



 

2. まちづくり現場の団体承認   

資料特命子ども地域アクター派遣先「まちづくりの現場」応募者一覧 

 ・現段階ではまだ、内容についてヒアリングしきれていない団体が多い 

・以前検討した選考基準では①アクター派遣の合意、②アクターの希望に沿っている、

③来年度も受け入れ可能か などが挙げられた。 

・現段階の資料では、派遣を決定できるだけの要素がないため、再度詳しくヒアリング

することとする。 

   →6 月 24日のお見合い会までに合わせ、まちづくり現場に、活動内容・スケジュール

の詳細提示を求める。お見合い会の出席の要確認 

・その他、イベントの確実の実施があるかの確認、子ども向けの企画実施をしている団

体に対しては同じエリアにいるアクターとして入る子どもとそれ以外で参加する子ど

もとの棲み分けが団体としてできるか、について注意を払う必要がある、といった意

見が出た。 

 

3. 推進会議の規約  資料特命子ども地域アクター規約案 

 ・推進会議メンバーとなる組織に、代表・監査などをおく必要は無い 

  →規約については置かないこととする 

 

4. 今年度後半のスケジュールの確定 資料今年度実施計画スケジュール改訂版（案） 

  6月 24日(日) いろは講座(午前)、お見合い会(13時〜15時)、推進会議(15半時〜17時) 

  7月 8日(日) 推進会議 (13時半〜15時)、子ども会議 (15時半〜17時半) 

 ※8月 19日(日) 子ども会議 (夕方からの可能性有、詳細未定) 

 ※9月 23日(日) 推進会議・子ども会議 (平日へ日程変更の可能性有、詳細未定) 

  11月 18日(日) 推進会議 (10時〜12時)、子ども会議 (午後) 

  12月 2日(日) 第 1回子ども地域社会参画促進フォーラム (10時〜17時) 

  1月 13日(日) 推進会議 (10時〜12時)、子ども会議 (午後) 

  3月 17日(日) 推進会議 (10時〜12時)、子ども会議 

※についてはスケジュール調整中・変動の可能性あり 

 

<その他> 

1. アクターによるブログ運営  資料地域アクターによるブログ運営方針案 

 ・メディアリテラシーを徹底するのが難しい 

 ・しかし、内容の検閲をもうけるのも良い形とは言えない 

 ・なにかあったとき、元の情報を削除しても転用された情報は消えない 

 ・情報が出回ったときに困るのは子どもたち 



→個人情報保護等の問題のため、ブログ運営は見送り。 

 

2. アクター派遣後の報告フォーム 資料特命子ども地域アクター報告書 

  →試しに子どもに書いてもらい、参考にする 

3. 確認事項 

・お見合い会までに、子どもたちにどのような場所からオファーが来ているか事前連絡。 

  →まちづくりのいろは講座の中で資料として提示する。 

・子どもたちの写真を使用するにあたり、保護者から同意を得る。 

 

以上。（文責・横浜市大 松田） 

 


